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特集　「さあ ， 小惑星 に行 こ うト 小惑星サ ンプル リタ ー ン計画」

ガイダンス

向井正 1

　こ れ は ，こ の 特集を読む方のためのち ょ っ と し

た前付けで ある．

　ひ とむか し前 まで ， 日本の 惑星探査は，ゲ ツ

（月），カ ー
（火星），

ス イ（水星），
モ ク（木 星）で 進 め

て い く，
とい うような雰囲気が あ っ た．こ れは正

式に 決め られ た もの で はなかっ たけれ ど，こ の ゴ

ロ ア ワセ は好 まれて い た．こ れ に対 して ，惑星形

成の 理論的研究や ，隕石研究で 高 い 水準を自負 し

て い た我が国の研究グ ル ープで は，始原天体探査

の 実現 に 向 け て ，努力 して い た．そ こ で は，まず

彗星探査の ための 予備検討を始めた，彗星物質が

測定機器に衝突 し た時に
， 電離作用 で 変 質 しな い

た め には
， 探査機と彗 星 との 遭遇速度を小 さく抑

えなけれ ば ならない ．そこ で ，彗星 との フ ラ イバ

イ速度 を毎秒 10キ ロ メー
トル以下 に設定で きる対

象彗星 を，
一

生懸命探 して い た ように 思 う．しか

し，我が国の ロ ケ ッ ト能力に見合 っ た，適当な候

補彗星が見当た らず，また彗星物 質の 捕獲装置の

目処 もたた な い ，とい うこ とが あっ て ，こ の計画

は頓挫 した．

　そ の こ ろ ，小惑星 に行 っ て，表面か らサ ン プ ル

を採集 して ，地球に持ち還る，とい うよ うな夢物

語 を， 真剣 に考えた こ とはなか っ た．ア メ リ カ や

ヨ
ー

ロ ッ パ の大型 ロ ケ ッ トを持 っ て い る所で も，
こ

ん な大胆な計画 は 日の 目を見 て い な い ．新 しく開

発する M −V 型 ロ ケ ッ トを念頭に置い て ，字宙科学

研究所の 工学グ ル ープが小惑星サ ンプル リ ター
ン

が可 能な解をみ つ けたの は，大発見とい える ．M 一

V型 ロ ケ ッ トの打 ち上げ能力は，宇宙開発事業団

の H −iI型 ロ ケ ッ トや ，　 GEOTAIL 衛星 を打 ち上 げ

たNASA の Delta−II ロ ケ ッ トと比べ て
， ずっ と劣っ

て い る．こ の 非力な ロ ケ ッ トで ，小惑星の サ ン プ

ル リ ター ン を実現する ため には
， 数 々 の 未知の 工

学要素の 取り込み が不可欠となる．世界で 始め て

の 電気推進機関（イ オ ン エ ン ジ ン）の使用 も，計画

成功の 大 きな鍵で ある．こ うした工学上 の挑戦的

な課題 を帯びた探査 とい うことで
， 小惑星探査 ミ

ッ シ ョ ン は
，

工 学衛星 と定義 され て い る．

　 しか し
，

こ の サ ン プ ル リ ター
ン計画 （MUSES −C）

が，各方面 に与えた イ ン パ ク トは強烈で ある．な

に しろ
， 始原天体か らサ ン プル を取 っ て きて ， 地

上の 実験室で分析で きる の である．惑星探査 で は

後発の 我が 国が．世界で始め て の サ ン プル リ ター

ン計画を打 ち出 した こ とは
， 惑星探査の先発 国 に

とっ て も衝撃であ っ た，NASA が急遽デ ィ ス カバ

リ
ー
計画に，彗星塵採集計画（Stardust　mission ）を

採用 した の は，そ の 表われである．

　こ の 特集で は、世界で 始め て の小惑星サ ン プ ル

リ ダー
ン 計画の 紹介を行 う．こ の 計画 を実 りあ る

もの に す るため に，計画を支え，進め る 人材が要

る ．搭載機器 を使 っ た
， 優 れ た探査計画 の 提案 も

待た れ る ．加えて，こ の ミ ッ シ ョ ン を起点 とす る

国際協力の
一

環 として
， 我が 国 の 研究者が ， 他の

ミ ッ シ ョ ン（例えばNEAR 計画）へ 参加する道が開か

れつ つ ある．好機到来．Shall　we 　go　to　the　asteroid ？
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